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Abstract 
 

In science class of a model primary school in Munakata region, the activity “comparison between 
several ideas” was introduced into the each process of problem recognition, perspective idea, 
observation and experiments, consideration on results, and conclusion, using new biological teaching 
materials, Fast Plants, under co-operation between primary school, education committee, and 
university. The plant, Fast Plants, was utilized just as one of teaching materials complement to those 
of textbook. As the results, the effect was observed in the points of student competency and 
evaluation by teachers. 
 

要 約 

 

宗像地区（宗像市・福津市）の小学校・教育委員会･大学の三者で連携事業を行った。小学校理

科・生命領域の学習への導入を目的に大学で改善した植物教材「ファストプランツ」を小学校の

理科授業で実際に活用しながら，また，これから増加する若い小学校教師の理科授業力向上に資

する目的で，地域で取り組んでいる「比べる活動」を取り入れた理科授業の工夫･改善を行った。

新しい教材の，これまでの教材から改善された利点としては，栽培に日数がかからず，成長が早

く，場所を取らず，条件制御による効果を観察しやすく，従って単元計画を立てやすいこと等が

あるが，教科書の生物教材の補助として用いた。5 年生で培う問題解決能力である「条件」への



 

視点を，問題把握，見通し，観察･実験，考察，結論づけの各々での「比べる活動」を児童に意識

させるとともに，観察･実験の目的の明確化，方法の吟味･選択，結果の検討（見直し）や考えの

検討を行えるよう導いた。その結果，児童の学びに向上の傾向が見られるとともに，教師による

評価においても一定の成果が見られた。その一方で，今後の課題も明らかになった。 

 

１．はじめに 

ファストプランツとは：新しい植物教材「ファス

トプランツ」は，米国ウイスコンシン大学で株化

されたアブラナ科の一種 1), 2)で，小型の菜の花の

様相を呈している（図１）。アブラナ科は，初春の

セイヨウアブラナなどの菜の花や，ハクサイ，コ

マツナなどの葉もの野菜など，日常生活の中でも

良く見られる植物である。ファストプランツは，

一晩で発芽し，栽培に比較的日数がかからないこ

とから「ファスト（早い）」プランツと呼ばれてい

る（表１）。離弁花の花弁の色は黄色で４枚，めし

べ１，おしべは長いもの４と短いもの２の計６，

がく４で，典型的なアブラナ科の花の構造である

（図２）。 

温度条件が 18～23℃ほどの場合，給水後，12～

24 時間ほどで発芽する。温度条件を検討したとこ 

 

 

図１ ファストプランツ 

 栽培を始めて 2週間過ぎ頃 

 

図２ ファストプランツの花 

ろ 1学期や 2学期前半の室温でも栽培は可能であ

る。ただし暑すぎると，他の植物同様に花粉やめ

しべの柱頭が乾燥して受粉ができなくなることが

あるが，そのような暑い条件は夏休み頃なので学

校での栽培には支障は無いと考えられる。また，

開花まで最短 2週間で，それから 1～2週間ほどの

間は花をつけるので，花が必要な日の 2週間＋数

日前から栽培を開始すれば，授業に使うことがで

きる。栽培場所は基本的に室内栽培で，原則，蛍

光灯の明かりの下，24 時間照明の光を当てで栽培

する 1）。蛍光灯の代わりにＬＥＤ灯も使え，デス

クスタンドのＬＥＤ照明でも栽培は可能である。

また，24時間照明に比べて成長・開花は数日遅れ

るが，南側の窓側の日光のみでの栽培も可能であ

るので，特別な栽培設備は基本的には必要ない。 

このファストプランツを授業で使えるよう，栽

培法を基本に，次の小学校理科単元のプロトコル

（実験の方法）を作製している 3), 4),5)。 

 

表１ ファストプランツの特徴 

項目 特徴 

学名 Brassica rapa 

科 アブラナ科(Brassiccaceae) 

起源 成長の速い Petite ミュータントから選抜 

遺伝子型 dwf1/dwf1 

形態 わい性（背丈低く，全体が小型化） 

染色体数 10 本 

ライフサイクル 35 日～40日くらい 

開花期間 播種から 14日～25日くらい 

草丈 10 ㎝前後（播種 14 日頃，ハイポネックス

2,000 倍うすめ液を肥料として使用) 

葉の数 双葉以外 3 枚前後（ハイポネックス 2,000

倍うすめ液を肥料として使用) 

色調 濃緑色，花は黄色，種皮は茶色 

文献 1), 2)から引用･改変した。 



 

・3学年：植物の成長と体のつくり 

・5 学年：植物の発芽・成長・結実（発芽の条件，

成長の条件，植物の受粉・結実） 

・6学年：植物の養分（でんぷんのでき方） 

 

２．研究方法 

小学校理科生命領域では，5 年生理科単元「生

命のつながり(2)植物の成長」（図３）で活用可能

な生物教材ファストプランツを中心に必要な栽培

キットを含め，授業に必要な教材を一式，大学か

ら提案した。教科書（たのしい理科 5年-1，大日

本図書，以下同じ）では，インゲンマメを用いて

いるが，モデル小学校で取り組んでいる「比べる

活動」（図４，図５）の一環で，ファストプランツ 

 

Ａ 

 

Ｂ 

 

図３ 小学校 5 年生にとらえさせる内容（Ａ）及び身につ

けさせたい力（Ｂ）(文献 6)より引用した。Aは p.48 から，

Bは p.7 から。） 

の成長で児童が発見する多くの視点，従来教材の

学習効果や発芽からの継続，児童の生命領域への

興味関心も踏まえ，成長が早く短期間で得られる

学習成果をインゲンマメの栽培に活かす方法を探

る単元計画を実践した。以下，提供した教材及び

詳細な情報を示す。 

・ファストプランツ種子：ファストプランツＨＰ

（http://www.fastplants.jp）2）の「購入法」か

ら購入して提供した。基本的に学校のみのネット

販売である。使う時以外は，他の種子同様，冷蔵

庫に保存すると発芽率が保たれる。 

・栽培棚：3 段メタルラックの上 2 段各々に蛍光

灯 3本を針金で留めたものを提供した。照明源か

ら植物体までは 10㎝ほどを保つのがコツである。

この棚は，児童にとっては実験している実感が湧

くようであるとの感想が寄せられている。デスク 
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図４ 授業における問題解決の過程（Ａ）と「比べる活動」

の①，②，及び③（Ｂ） 



 

Ａ 

 

Ｂ 

 

Ｃ 

 
図５ 観察・実験の目的の明確化，方法の吟味・選択，結

果の検討（見直し）及び考えの検討における「比べる活動」 

 

スタンドでも栽培できるが，その場合は複数あっ

た方が，栽培植物のポットが複数あっても全面に

光が当たるので良い。 

・バット：ポリポットの栽培鉢が数多入り，底面

給水で水の管理ができるので２～３日に一度の給

水で良くなる（週末の水やりが不要になる）。 

・バーミキュライト：栽培土。保水性が高く，給

水管理の労を削減でき，粒が大きいので根に必要

な酸素が行き渡りやすく，また養分や肥料が入っ

ていないので肥料の効果を観やすい。また，ポリ

ポットに入れたまま再利用可能。ただし，肥料の

効果を観る場合には新しいものを使う。 

・ポリポット（黒，6㎝径）：100 個で 100 円ほど

と安価で，柔らかいのでバットに詰め込みやすい

栽培鉢として用いる。 

・ゴミネット：小さく切ってポリポット内の底敷

きに利用する。 

・ハイポネックス（肥料原液）：水道水で 2,000

倍に薄めて給水する。水道水 100 ㎖あたりスポイ

トや滴下ビンで 1滴加えて混ぜればほぼ 2,000 倍

に薄めたことになる。現在は，250 ㎖の目盛付き

洗浄ビンと褐色滴下ビンをうすめ液作製キットと

している。うすめた液は保存しない（原液ボトル

の注意書き）。 

・竹串と針金入りヒモ：成長とともに自立できな

くなるのでできるだけ高い位置で針金入りヒモで

ゆるく竹串に結束する。これらも再利用可能。 

・テーブルタップ：電気コードを 1本にまとめる。 

・黒綿棒：ファストプランツは他家受粉で結実す

る。黒綿棒に花粉をつけて，他の植物体に受粉す

る。黒綿棒は黄色い花粉がついているのを確認し

やすい。ピンセットでおしべを取って受粉しても

良い。 

 

３．結果と考察 

学習前の児童の実態調査：「植物の発芽」について

学習した後の児童らに対して，四つの項目，「関

心・意欲・態度」，「実験観察の技能」，「科学的な

思考・表現」，「知識・理解」において，「植物の成

長」学習に入る前の実態調査を行った（図６）。そ

の結果，「関心・意欲・態度」では「発芽や成長を

観察するのが好き」と「実験や観察が好き」とも

100％と児童全員が植物の発芽や成長の学習に前

向きであった。「実験観察の技能」でも，「考えた 



 

 
図６ 学習前の本単元に関わる実態調査 

 福岡県宗像市立 M小学校 5年生 68 名へ，授業実践前の

平成 25 年 6月上旬に実施した。 

 

実験計画に基づいた実験セットを作ることができ

ていると思う」も 100％，「科学的な思考・表現」

では「予想や条件を考えて実験計画を立てている

と思う」も 100％で，植物の発芽の学習がよく踏

まえれらていた。一方で，「結果や分かったことを

まとめることができると思う」では 97％，「予想

以外の結果が出たときにその原因について考えよ

うとする」は 88％と少々低下した。「知識・理解」

では，植物の成長に関係しているものを予想させ

ると，水は91％，空気と温度は73％，肥料は62％，

日光は 44％，デンプンは 44％，土は 24％であっ

た。これは空気と温度は植物が成長段階に入ると

あまり関係ないと考える児童が２～３割見られた

ことによるものと考えられる。また発芽の予想で

挙げられたものの中で必要なかったものについて

も割合が低くなっていた。 

授業実践：「植物の成長」で「日光が関係するか」

の授業が，宗像市立Ｍ小学校・第二理科室で 6月

13日木曜日5時限目に公開授業として実施された

（図７）。Ｍ小学校の校長先生・教頭先生・主幹教

諭の先生他ほとんどの教諭の先生方が参観し，宗

像市・福津市教育委員会，福岡教育大学の理科教

員，両市の他の小学校からも参観があった。本授

業実践では，「比べる活動」は，「比べる②」に相

当する（図４，図５）。日光が関係するかの授業の

前に，まず肥料が関係するかの最終確認は，児童

らが既習しているファストプランツの肥料有り無

し 7日目，15 日目での比較に加え，21 日目での肥 

 

図７ 5 年生「植物の成長」学習のための単元計画 

 

料有り無しでの差を観察した。それまでより差が

大きくなった 21 日目のファストプランツの観察

では，児童らは歓声をあげて興味深げに観察して

いた。児童らは，比べる活動を行いながら植物の

成長に日光が関係するか調べるための実験計画を

立てた（図５A,B）。児童らは日光が関係するかど

うか調べる実験で，肥料が必要かどうか迷いがあ

ったが，比べる活動を通じて肥料ありで実験する

ことにほぼ落ち着いた。一方で，日光が関係する

かでは，既に段ボールで遮光したインゲンマメが

徒長して，背だけが伸びてしまった現象を観察し

た事から，ファストプランツも日光なしでもより

よく成長すると考える児童もあったことは課題と

して残った。栽培始めは日光有りである程度まで

育てたインゲンマメを，日光を遮り育てると徒長

して背が高くなってしまう現象は教科書にも掲載

されている。このような場合，茎の太さや葉の大 

 

図８ 単元末テストの比較 

 各観点別で，50 点満点。福岡県宗像市立 M 小学校 5 年

生 68 名へ，授業実践後の平成 25 年 6 月下旬に実施した。 



 

きさ，緑色の濃さなど，比べる観察の視点がいく

つかあるにも関わらず，日光有りよりも背が高く

なることは，成長の概念を形成させる点で児童ら

の迷いとなった。このことは単元末テストでの「技

能」の調査で，平均値は増加傾向であったが，6

割以下も増加したことが示唆している（図８）。す

なわち，児童らの中には「背丈は高いが成長して

いない」との結論に納得できない場合が出てきて

しまう可能性が考えられる。 

ファストプランツでは全ての視点で植物の成長に

差を観察できる：肥料や日光が関係することをフ

ァストプランツでは容易に確認できる（図９，図

10）。肥料ありや日光ありの方が全ての視点で植物

が成長していると素直に児童は感じ取ることがで

きると考えられる。その学びをインゲンマメなど

他の植物の栽培に適用できるものと考えられる。

成長速度が速く，次の週には結果を観察可能であ

る(１週間おきに栽培すると実験セットができる)。

成長の差を，草丈のみならず，葉の数･色･大きさ， 

 

 
図９ ファストプランツ成長での肥料ありなし 

 

 
図 10 ファストプランツ成長での日光ありなし 

茎の太さ，花や蕾の数など多くの視点で比較観察

が明確に可能となる（図９，図 10）。 

教諭へのアンケート解析結果：授業後の協議会へ

参加した教諭へのアンケート解析結果（図 11，ア

ンケートした項目も図 11参照）では，概ね好意的

だったのは，児童の興味関心･理解･栽培技能と発

達段階への適合，安全性･再現性･使いやすさ･指導

の狙い，短い生育期間，容易な準備･片付け，学校

で栽培可能などであった（図 12，A）。一方で，課

題も明らかになったが，24 時間の光照射を児童が  

 

（１）児童の立場から考えた場合 

 

（２）教師の立場から考えた場合 

 

（３）教材について 

 

図 11 ファストプランツを用いた植物の成長授業での参

加小学校教諭のアンケート解析結果
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図12 本研究における成果（Ａ）と課題（Ｂ） 

 

行うような誤解もあり（図12，B），今後はより充

分な説明が必要であることを示唆していた。 

徒長現象では，背丈が高くなっているのに他の

ことで「成長していない」とするのは，児童らの

教育上，その長所を褒めないことにも繋がること

も懸念される。児童の考える力，生きる力を涵養

するためにも，日光なしでは徒長してしまう植物

を日光が関係するか調べる実験に用い続けるのか，

検討が必要と考えられる。 
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